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す
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司
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村
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嫌
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を
何
杭
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制
し
て
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γ批
判
知
事
に
日
明
開
削
す
る
，
一
主
に
な

吋
っ
て
お
れ
ソ
ま
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。
そ
し
て
削
除
品
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~
事
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、
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ま
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の
許
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畿
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わ
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的
ぺ
受
捌
段
通
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と
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。
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わ
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句
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し
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、
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湾
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仙
叫
に
、
小
作
な
ど
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相
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が
お
る
よ
う
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は
、
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で
ど
お
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さ
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ま
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だ
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市
街
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沢
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。

@
・
市
出
制
作
品
珊
網
整
区
織
の
続
問
問

中
期
批
判
化
調
繋
.
位
体
制
棋
院
に
お
け

る
長
線
全
財
問
問
伸
弘
、
市
街
化
ぽ
仇
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ら
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潟
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ら
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っ
て
、
中
時
前
向
化
終

盤
品
即
位
成
山
内
で
は
、
農
家
や
商

品
?
期
制
作
業
一
般
の
抽
純
然
や
由
子

学
校
・
公
党
総
な
ど
公
刊
明
上
必

要
な
後
輪
飛
を
お
こ
な
う
な
ど
帯

ど
く
一
部
む
も
の
に
か
ぎ
り
総

祭
で
き
る
ハ
後
跡
地
の
場
合
同
同
紙

舟
勺
き
る
)
こ
ま
に
な
っ
て
お

争
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外

め
場
合
に
は
、
す
べ
て
知
事
の

限
発
行
為
の
鈴
待
攻
捌
押
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
主
に
な
っ
て
が

り
ま
ず
G

つ
ま
争
、
間
開
発
行
為
の
許
可

を
え
ら
れ
な
い
も
の
は
、
残
黙

で
き
ま
せ
ん
の
守
、
従
ゥ
て
問
川

島
刊
行
九
の
刻
一
川
em
り
な
い
必
然

は
、
例
え
ば
、
患
分
的
ふ
占
仙
瑞
で

も
抑
制
削
削
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

で
は
yw
の
よ
う
な
開
発
行
為

が
、
格
好
可
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
か
と
い
い
ま
す
と
、
再
開
法
双

十
回
開
条
で
十
孫
自
に
つ
い
て
の

み
終
渇
さ
れ
る
よ
う
に
緩
浴
さ

れ
て
お
れ
ツ
ま
す
。
そ
の
出
?
の

二
、
一
一
一
の
約
を
あ
げ
ま
す
主

i

。
悶
州
議
の
仲
間
ぬ
の
同
日
常
生
活

に
必
要
な
仲
間
な
ど
を
た
て
る
た

め
の
開
閉
発
行
為
。

。
小
山
官
制
作
ぬ
欄
間
後
会
民
絡
が
定
め

ら
れ
た
降
、
自
分
の
伐
セ
や
肉
料

分
の
本
殺
の
た
め
に
念
総
や
借

地
山
慨
を
も
っ
て
い
た
人
が
、
そ

時
一
時
か
ら
ム
ハ
カ
月
判
以
内
に
開
問

問
問
て
、
五
カ
年
以
内
に
そ
の
目

的
で
行
な
う
係
数
行
為
。

。
磁
波
の
市
街
化
合
的
問
滋
ず

る
お
そ
れ
mv
な
い
も
の
で
、
し

か
も
市
街
化
鉱
絞
出
口
に
お
い
て

お
こ
な
う
こ
と
が
同
開
d

樗

ま

た

は
不
透
当
な
も
の
で
、
開
発
察

官
宜
会
の
察
官
総
合
パ
ス
し
た
も
母

、
:
:
:
鈴
え
ば
伎
絞
め
一
一
、
コ
一

銭
の
分
家
す
る
場
合
。
住
勾
や

適
切
な
佼
畿
で
め
ド
ラ
イ
ブ
J
q

y
、
ガ
ツ

F
Y
ス
タ

γ
ド
の
語
障

畿
な
ど
。

M
M
K
の
よ
う
に
今
佼
丹
波
此

に
よ
勺
て
、
一
然
的
な
宅
地
代

〈
長
殺
の
絞
用
)
な
ど
は
、
中
山

如
何
ル
判
明
閥
幹
茸
広
域
内
で
は
、
原
附
聞

と
し
て
不
湾
総
と
な
っ
た
た
め

ど
う
し
て
も
市
街
化
阪
神
崎
市
川
で

お
と
な
、
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
わ
け
で
す
。

7 A 31日

布
佐
小
?
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

生
徒
の
体
力
作
り
と
健
全
育
成
に
一
役

命
後
小
・
中
学
品
V
J
J
I
ん
が

校
ヅ

l
ル
遺
品
川
に
で
、
市
長
、

教
育
長
、
後
一
苅
潮
時
出
母
一
一
一
線
総

会組織
m
践
の
ガ
々
は
じ
め
、
市
的
議

会
幾
良
、
工
事
関
係
者
司
父
兄

唆
ヱ
中
内
は
、
七
月
三
十
一
円
日

午
前
十
臨
時
か
ら
和
総
小
・
中
学

な
ど
多
数
山
山
添
の
も
主
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

ザ
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仲
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こ
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融
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泊
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一
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↑
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。
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。
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熟
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て
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古
い
。

ま
た
、
各
実
践
聞
出
設
庁
庶
民
〈
隊

品
川
〉
宰
ん
カ
に
は
滋
怨
で
は
あ

ち
ま
す
が
、
総
務
め
融
制
は
、
各

波
長
さ
ん
方
と
波
山
締
役
主
り
綴

織
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
潔
ば
れ

る
よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

欽
澄
遼
転
俊

治
放
し
よ
う

品
弘
樹
関
叩
叩
転
甘
い
よ
る
死
亡
世
帯
放

徐
被
和
図
十
類
学
中
で
一
、
湯

浅
六
件
に
mV
吋
は
号
、
と
れ
ば
岳
山

死
亡
事
紘
一
波
、
一
二
九
六
件
前
り

う
ち
八
・
-tM
バ
l
u唱

γ
ト
に
制
相

当
し
て
お
号
、
わ
き
目
品
務
総
に

つ
い
で
災
い
市
中
に
な
っ
て
お
れ
ツ

ま
す
。こ

れ
ま
で
も
、
務
絞
め
金
=
闘

交
滋
安
全
連
動
そ
の
品
出
掛
脳
会
が

あ

ス時
b

i

r

(

エ
4
，V

3
〈

q
b
、

ノ

ペ

閉

山

牛

一

〉

之
ア
ー
ル
T
V
H
1・
r
つ
よ
)

伶
ふ
た
設
汁
〈
~
ふ
〉

Z
み

や

こ

(

右

中

ふ

)

ネ
i

A

h

A

(
噛
叩
よ
〉

w
同
ピ
テ

p

j

(
繍

ι巾
)

4
bア
弁
d
1
l
v
u
h
え
{
一
ふ
中

i
m副
長
払
杭
叫
;
ミ
(
地
町
小
)

。i抽
相
弐
4
器

内

場

畠

山

小

)

ス
h
Z
1
F
ク
ヲ
ヘ
{
え
小
)

5
地
磁
波

T
1
A

「
包
土

rnzest'へ
へ
m
刷
、
小
4

5
4
4
n
n
n
l
r
{鳴
め
a
小
)

刊

M
Y一ッ
d
u
?
i
(
4
A叩ふゾ

ら
シ
ム
シ
(
湖
@
士

号
キ

7
/え一
W

{

潮

崎

小

)

制

川

へ

f
y守
1vp
ご

a小〉

刻
あ
が
手
『
手
土

i
f
t
w出

T

U

{

鉛

4-

d
E
s
t
-
A
W
ス

、

等護一一……一一線浅草重要事便物認可)一…一一一一一一 一一…一-~

る
規
制
間
以
炉
補
制
作
伸
容
れ
ま
し
た

が
、
酷
相
場
‘
家
間
関
お
よ
び
務
純
械

の
絞
売
業
者
を
適
し
て
欽
謝
抑
制
期

総
め
一
穏
を
は
か
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①
宮
公
庁
、
公
校
、

A
h
脳出、問問

側
開
会
社
に
お
い
て
は
、
郁
朗
僻
腕

告書をま束事j露irriie;まの少年野球大会の長走者責 今大会は鈴チーム参おしまし
たが.プヲ γクパYサーチ{ムがみごと緩勝しました。

取
機
殺
に
対
し
て
次
の
事
項

に
つ
い
て
、
問
問
総
後
脚
賦
し
て

く
だ
さ
い
。

品w
m
制
気
帯
び
運
転
の
禁
止
の

総
同
開
が
欽
大
さ
れ
、
活
気
帯

び
逮
転
が
拙
獄
ゑ
事
れ
る
こ
と

③
酒
気
帯
び
渓
齢
制
の
幾
d

認に

泌
氏
し
て
運
転
を
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
容
に
溺
類
を
後
数

L
、
ま
た
は
飲
欄
闘
を
す
す
め

て
は
な
ら
な
い
と
k
o

際
立
防
総
窃

災
滋
鵠
棚
制

常
磐
線
設
孫
子
関
航
機
内
改
良

ア
ム
事
に
陣
甘
い
、
第
四
浜
街
送
時
踏

切
の
が
遜
掘
調
輔
開
を
行
な
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
事
い
。
内
自

立
議
後
祭
式
会
弘
弘
前
総
務
)

町
会
遂
行
時
八
n
A
二
十
七
日

二
十
八
日

車
両
通
行
広
詩
八
万
一
一
十
五

湾
、
二
十
六
日
H

な
お
、
時
吋
演
は
い
ず
れ
も
午

後
十
勝
か
ら
潔
毅
午
前
五
位
吋
ま

で
で
す
令

ま
た
、
工
事
総
品
"
に
駅
慨
し
て

滋
入
帥
時
に
は
受
遜
銀
縁
、
部
品
開

絡
然
曲
目
閥
、
防
護
さ
く
を
獲
鈎

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

に
従
ザ
て
受
遜
等
放
の
な
い
よ

う
に
十
分
注
窓
し
て
く
だ
さ

輔
鳳
休
み
に
多
い

子
供
mw
非
行
化

水

路

樹

習

曲
斜
線
子
市
、
柏
中
節
炎
脱
棋
の
水

例
年
、
夏
隊
み
は
、
都
中
節
約
時
間
淡
崩
闘
は
、
七
月
二
十
人
民
午

な
緩
凶
悶
に
よ
る
解
放
感
や
授
糊
刑
務
災
ハ
棋
吋
一
一
…
十
分
か
ら
十
一
時
四

の
品
悼
み
に
よ
る
V
Aジ
ャ
!
な
包
十
笈
分
ま
句
、
職
m泌
総
先
の
利

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
後
継
掛
け
か
滋
る
猿
加
餐
防
に
お
い
て
、
統
絞
殺

た
め
、
海
氷
滋
緩
や
キ
ャ

γ
ヅ
孫
子
市
長
以
下
一
一
一
百
十
名
が
総

務
な
ど
人
の
多
く
集
ま
る
務
部
明

を
中
心
に
少
年
繁
行
が
ふ
え
る

傾
向
が
込

P
ま
ず
α

危
険
な

γγ
ナ
i
惨
め
務
総

務
郊
の
乱
闘
用
が
金
爵
的
引
に
み
ら

れ
、
今
和
?
に
入
っ
て
か
ら
問
問
月

末
ま
で
に
日
万
一
一
八
八
人
(
昨

年
国
内
情
期
は
六

0
0家
人
}
k
い

う
多
数
の
少
年
が
雄
官
察
に
紛
滋

寄
れ
て
い
ま
す
が
、
と
の
・
中
に

は
‘
ゆ
綿
子
俊
一
線

O
穴
人
〈
昨
昨

年
間
期
間
七
九
七
人
〉
、
官
附
抗
校
生

一
一
五
二
九
人
ハ
関
内
側
剤
一
一
一
一
一
九

人
も
A
W
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
少
年
旅
行
の
ほ
と

ん
ど
は
、
保
端
融
緩
め
縁
関
心
に

よ
る
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
の

で
、
少
年
た
ち
を
非
行
化
事
ぜ

な
い
よ

F
、
加
陣
織
服
者
は
十
分
注

意
す
る
が
授
が
あ
れ
ソ
ま
す
。

で開

明

る

い

緩

怒

務
係
子
市
士
口
一
戸
一
一
八
一
被
抽
捕

の
小
ぬ
伸
学
時
四
か
ら
交
通
安
余

対
策
に
使
っ
て
く
だ
古
い
主
金

五
万
円
の
怒
瞬
間
が
あ

9
ま
し

た
。
と
の
お
金
は
、
持
4
4
え
の

父
紺
桝
日
炉
内
記
遜
事
故
で
な
く
な
ら

れ
た
臨
時
的
議
典
の
一
務
で
す
。

崎
武
金
に
つ
い
て
殺
糾
問
し
た
総

築
後
滋
歩
道
に
設
澄
さ
れ
て
い

る
出
品
慮
、
生
徒
‘
老
人
な
ど
使

用
問
ず
る
出
品
念
総
(
綴
断
用
の
禁

色
の
旗
}
が
な
〈
な
っ
た
の
で

千
本
購
入
し
検
胤
刑
務
滋
に
畿
緩

い
た
し
ま
す
g

旅
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
丈
。

来
J

交
に
は
、
際
議
会
銭
高
封
、

一
問
中
時
議
会
議
員
、
総
務
脚
荊
騨
噛
制
官

近
隣
市
前
町
糊
聞
係
者
の
方
々
も
山
山

線
、
犯
容
い
ま
し
た
。

ま
た

t

務
総
に
段
、
策
葛
鯵

土
木
事
務
所
か
ら
…
一
一
名
山
山
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

1ヌドt乙付紛.3主義Tfit乙入ちます

庭

球

会

員

募

集

我
河
郎
子
市
昨
臨
時
時
漆
裂
で
は
品
開

政
践
を
線
終
し
て
お
h
d
ま
す
の
で

加
入
品
相
絞
殺
は
、
ふ
る
っ
て
市
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
加
入
資
曲
宮
市
内
核
伎
の
労

ま
た
は
市
内
事
業
所
に
勤
務

事
れ
て
い
る
だ

令
部
口
事
前
民
総
湾
大
会
月

府
間
技
術
議
期
間
会
、
そ
の
州
出
蹴
開

期
間
入
管

企
曹
轍
制
緩
場
開
問
中
央
公
民
総
終

市
営
滋
将
棋
明

A
V
会
費
年
額
…
一
一
w
m
m
H

A
V
牢
し
込
み
先
我
孫
子
治
附
設

協
問
附
持
品
中
湖
開
中
村
ま
で
、
我
孫

子
務
総
紘
一
ナ
て
八
五
八
番

絵
、
電
緩
八
崎
一
閥
均
山
一
五
一

番
内
線
二
問
問
。

A
V
嗣
・
し
込
み
方
法
電
話
ハ
ガ

キ
に
で
絞
孫
、
氏
名
、
年
令

官
帆
擦
を
務
総

A
V
詩
め
畑
出
苦
八
月
t
A
U
H

な
お
、
和
服
入
申
し
込
み
さ
れ

た
方
の
会
総
は
よ
九
万
六
臼
午
後

一
時
時
か
ら
中
炎
A
h
臨
内
総
で
行
な

わ
れ
る
総
会
の
臨
吋
に
徴
収
い
た

し
ま
す
。

心
部
比
ご
と
抑
制
談

殺
孫
子
市
で
は
、
然
組
問
の
み

な
さ
ん
の
心
泌
ど
と
の
お
談
所

を
毎
月
次
の
E
お
号
閥
附
設
し
て

お
9
ま
す
。

日
羽
生
活
上
の
い
ろ
い
ろ
の

心
配
ご
と
を
鯵
決
し
て
、
閥
的
る

い
家
臨
結
集
滋
を
お
滋
9
く
だ
さ

、。し
な
お
、
格
談
を
お
愛
吟
す
る

滋
批
判
踊
県
凶
仙
、
民
生
委
員
申
方
々

で
‘
務
総
晶
化
守
世
ま
す
の
で
安

心
し
て
お
い
で
く
だ
語
い
。

ae
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磁
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制
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叫
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ν
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F
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A

曹
柑
師
二
月
掛
端
自
湖
品
品
交
一
線

A
V第
間
開
発
嗣
輔
自
称
後
支
躍
的

相
相
談
陵
問
は
、
い
ず
れ
も
午

鈎
九
持
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。 (;水防演習に滋む告書雲寺E霊長〉

全体私

行
時
棋
蛸
相
談
‘
人
臨
機

擁
護
組
側
綴

M

絞
殺
抑
制
緩
お
よ
び
人
権
擁
議

穏
拙
軌
を
行
な
い
ま
す
a

出H
公
庁
に
お
け
る
仙
前
後
そ

の
他
担
索
生
活
に
お
け
る
心
間
関

f
h
k
な
ど
を
受
け
つ
け
ま
す
。

A
V
日
臨
時
八
月
二
十
七
n
H
午
前

@
相
暗
苗
叫
期
間
北
女
一
般

児

組

相

談

今
月
の
務
関
ル
制
朝
刊
耐
は
次
の
お
H

程
で
行
な
い
ま
す
。

品
問
八
島
二
十
密
日
が
お
佼
交
筋

で
mm
漁
期
間
十
附
年
十
二
月
生

ま
れ
主
郎
総
附
間
十
近
年
}
月

間関口
H

生
ま
れ
の
乳
制
見

品
問
八
員
二
十
五
日
が
や
綜
上
資

午
前
開
中
~mm
利
関
十
五
年
…
丹

念
ま
れ
と
間
同
月
生
ま
れ
の
乳

児
@
八
月
二
÷
七
島
が
襖
徐
々
シ

タ
ー
で
間
唱
和
四
十
一
点
字
一
月

余
ま
れ
mw
乳
児

@
八
尭
ニ
+
八
障
が
綴
詮
セ

γ

タ
ー
で
問
問
自
制
限
十
笈
年
附
悶
月

生
ま
れ
の
乳
児

674 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
袴

か
ら
蕊
午
ま
で
k
午
後
二
臨
時
か

ら
午
後
短
時
ま
で
で
す
。

な
わ
晶
、
母
子
手
陪
慣
を
山
形
れ
ず

ど
総
村
泰
〈
だ
事
い
。

消防饗i議~t泌媛訴がで t予定した
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自

衛

官

募

集

肉
同
祭
臨
時
で
は
、
次
の
と
お
り

由
同
協
硝
父
宮
線
然
し
て
お
り
ま

す。
A
V
絞
殺
常
時
吋
行
な
っ
て
お
ち

ま
ナ
。
勤
務
上
、
土
隠
詞
、

日
酬
明
院
に
紙
袋
ず
る
方
法
事

前
に
渡
的
路
く
だ
語
い
。

A

曹
申
し
込
み
十
八
才
か
ら
ニ

十
銭
才
ま
で
の
男
子

#
絞
殺
制
村
総
数
学
、
英
誇
お

よ
び
一
般
数
捕
拘

希
望
者
は
市
役
務
総
務
線
ま

で
出
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。




